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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
2化性カイコの次代卵の休眠化率が桑葉で飼育される限り,腔子期の温度条件に強く支配されるが,人
工飼料青を行うと腫子期が25℃ ･酷という高温環境におかれても,幼虫期の日長が16L･8D以上の長日環
境において休眠化率が著しく低下する｡また旺子期が16℃ ･晴という低温であった場合には,幼虫期の日
長が OL･24DJ2L･12D,20L･4Dにおいて休眠化率が低くなる8時間サイクルの光周反応を示し, この傾
向が腫子期の高温処理の場合にくらべて顕著になることを見出している｡これらの結果は,カイコの次代
卵の休眠化機構が幼虫期の栄養条件によっては,膝子期の温度環境だけでなく,幼虫期の光環境にも強く
反応することを明らかにしている｡
次に,鱗題目昆虫の幼虫脱皮回数が秋季に増大することが古くから観察されてきたが,カイコの幼虫に
蛋白質の少い人工飼料を与えることによって実験的に幼虫脱皮の回数を増大さすことに成功し,しかも幼
虫期の日長が16L･8D以上の長日環境において著るしく促進されることを示している｡
また,幼虫の発育期間が,肱子期が高温環境であった場合に,幼虫期の日長が短日の場合に短縮され,
肱子期が低温環境であった場合には,逆に幼虫期の日長が長日の場合に短縮されているように,幼虫期の
日長条件が肺子期の温度環境に大きく依存することを見出している｡
以上申請者の得たいくつかの新しい知見は,昆虫の幼虫のたべものの内容が,如何に幼虫の光環境に対
する生理的感受性に強く影響を及ぼしているか,また生理的発育段階の重要性を明らかにしたもので高く
評価することができる｡
参考論文はいづれも,昆虫の発育生理と環量に関連したもので,申請者の研究領域の広いことを示すも
のである｡
要するに,申請者の論文は昆虫生理学の分野の進歩に寄与するところが多い｡
よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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